
 

 

 
 
 
 
 
   今年も高い評価を得ました！ 

地域密着型金融の取り組み   
 
 
  京都銀行（頭取 柏原 康夫）では、平成２０年度の｢地域密着型金融に関する取り組み」

が評価され、平成２１年１２月１０日（木）開催の｢地域密着型金融に関するシンポジウム」

において、昨年に続き近畿財務局から顕彰されることとなりましたのでお知らせいたしま

す。また、シンポジウムでは、当行が取り組んでおります「企業実態把握力の向上に向け

た取り組み」について事例発表を行います。 
 

記 

 
   １．顕彰および事例発表について 

      （１）日    時      

              平成２１年１２月１０日（木） １３時３０分～１６時００分 
                   ｢地域密着型金融に関するシンポジウム」において 

      （２）会    場     

              京都府中小企業会館７階 710 会議室 
                      京都市右京区西院東中水町 17 番地 

      （３）顕彰対象の取り組み・事例発表   

            ・「企業実態把握力の向上に向けた取り組み」（事例発表を行います） 

            ・「観光支援室による観光産業の活性化に資する取り組み」            

※「地域密着型金融に関するシンポジウム」は、地域密着型金融に関する各 
  金融機関の取り組みの中で、特色のある取り組み等について、広く地域に 
  紹介することにより、地域密着金融の一層の推進を図ることを目的に開催 
  されています。 
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   ２．顕彰対象の取り組みの概要 

      （１）「企業実態把握力の向上に向けた取り組み」について（事例発表） 

  多様化するお客様のニーズに応え、質の高い金融サービスを提供するには、

お取引先を取り巻く業界・業種の特徴を把握し、各々の業種に精通した人材を

幅広く育成する必要があります。 

  平成 20 年 4 月に「業種別専門家育成研究会」を創設し、営業店行員と本部

行員計 50 名を、10 業種 5グループ（医療・福祉、環境、建設・不動産、バイ

オ・ナノテク・ＩＴ、電子部品・機械金属）に分け、グループ毎に外部講師を

招いての講義や、工場見学を実施し、業種別の専門知識を深めております。 

 
 

      （２）「観光支援室による観光産業の活性化に資する取り組み」について 

 地元京都の地域経済の牽引力となる京都ブランド・観光関連事業者に対する

ローン商品「京銀観光支援特別融資＜賑わい＞」（平成 17 年 12 月取扱開始）を活用

した資金需要への対応や、「京銀京めぐり満喫定期預金キャンペーン」、    

｢京都観光セミナー」の実施、本支店ロビーを活用した「京都観光写真展」    

｢京銀ビジョン」「観光パンフレットスタンド」等による観光情報の発信等、  

観光産業活性化に資する当行独自の取り組みを継続的に行っております。 
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